Development of Cattle Feedlots and Their Regional Implication in Imperial Valley,California by 斎藤 功 et al.
カリフォルニア州インペリアルバレーにおけるフィ
ードロットの展開と地域連関





その他のタイトル Development of Cattle Feedlots and Their
Regional Implication in Imperial
Valley,California
URL http://hdl.handle.net/2241/00122795


















































祖国盟主要フィードロット E三コ農地 盤翠翠市街地 仁三コ砂漠 E三塁{/目
立母立件i開高速道路 吋〉ー州、唯 一ーその他道路一一鉄道




























































































リゾナの会社に販売しているJ(Anderholt， 1989) というが， 2002年には搾乳頭数は1，000頭に上り，
j~l: {古牛と未経産牛をそれぞれ200頭ずつ飼育しているので，全体で1，400頭の乳牛を管理しているこ
とになる 3) しかし，最近，新たに 1軒の的農家が加わった.それは，エルセントロの西部にあるクー
ン・フェレイラデイリー (Kuhn-FerreiraDairy)である.これはスイス系移民の子孫で，著名なクー




















きた時点ではかなり痩せているが， 6 か月間の放牧で 200 ポンドm~ らせ，それをロサンゼルスで売る.
176 
-彼は牛を放牧する土地の 4分の 1，いや10%しか所有していないが，土地を小農から借りて
家畜を放牧するi易所を渡り歩いている.農家は 1か月 1頭当たり1.25~ 2.00ドルを受け取るが，労働
力が不足している地域なので，農ー家も にするより割がよいと言っているJ(Anderholt， 1989: 14-
15) と幸li告している.




牛を放牧し，一週間あるいは 10 日単位で移動させて肥育している.これらの牛は 3~5 月に市場に


























コラルまで運び， I語い (pen)の中心部分にシャベルで下ろされたJ(Wilson， 1998: 204) というもの
であった.ともあれ，この産業資本家によるハートマンアンドウィリアムズフィードロフト (Hartman
and Wil1iams Cattle Feedlot)が，インベリアルバレーにおけるフィードロットの塙矢である.
インペリアルバレーにおける 2番目のフィードロットはアルカリン氏経営のサンパスクェル畜産社





8000頭肥育まで可能となったJ(Wilson， 1998: 51). これがウエストモーランドの東に 1935年に設立
されたサンパスクェル畜産社で、ある.この表現は先のハートマンアンドウィリアムズフィードロット
の状況と大きく異ならない.




低い生産費で運営することを可能にしているJ(Tout， 1931: 388) という記述は，前記2つのフィー
ドロットと類似し，いわばフィードロットの先駆とみなすことができる.このことはジョーダンがヨ一
口 y パ人のアメリカへの入植と新しい環境への適応過程と企業 ß!~ 肉牛牧場 (cattle-ranching) の定着
過程を分析した 2つの論考 Uordan，1989， 1993)で使った概念をmし1れば，イラアテン牧場は初期の
フィードロットと向様，フィードロットの「前適応、preadaptationJ段階にあったといえよう.
なお，アルカリン氏は1945年にインペリアルに 10，000頭肥育規模のセントラルバレーフィードロッ




2001年まで続けられた 5) しかも カリンファームズおよびヴェルデ畜産社は今日まで残存してい
る.
これらに加え，インペリアル食肉会社の家畜磁で、あったアールハリスは 1940年代末にブローレイ
の北東部郊外にフィードロット (HarrisFeedyard) を設立した. i当時は未だ肥育産業の揺箆期で，
カレキシコのハートマンアンドウィリアムズ，タトシアンアンドワール (Tatosianand Wahl) ，ブロー
レイのサンパスクェル畜産社，インペリアルのセントラルバレーフィードロットしかなかったJ
(Wilson， 1998: 162) という.このハリスフィードヤードは，いわばインペリアルバレーで5番目の
フィードロットで 後年スキレス (Skiles)，ジーア富産社 (ZiaCattle) と所有者は変わったが， ト
ライアングルフィーダーズ (TriangleFeeders) として現存している.なお，タトシアンアンドワー
178 
ルは，ロサンゼルスに工場のあったカダイ食肉会社 (CudahyMeat Packing CO.) 6)がカレキシコの北東
部に設立していた直営フィードロ yトを買収したワール氏 (MartinWahl)のことで，後にタマラッ
クフィードロット (TamarackFeedlot) と名前を変えた.
ハリスフィードヤードと同じ頃，インペリアルバレーでは最大となるオリタ畜産社 (OritaLand & 
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農地の経営規模は2，000haに上り， H~育規模も 20 ， 000 頭を越えた. r多くの他の肥育業者のように，
我々は遠くルイジアナ，テキサス，モンタナおよび中西部から 600ポンドの肉牛を仕入れ， 1，100ポ
ンドまで肥育し，ロサンゼルスの食肉業者に送ったJ(Wilson， 1998: 199) という.その食肉業者は
ヴァーノンの郊外に多く立地していたという.
1950年代にフィードロットを始めた牧草知的文牧系のフィードロットには， リユエーガー (Ruegger
& Ruegger)，ポーチヤード (F.Borchard)，ポーチヤード (v.Borchard) アンダーホルトフィード
ロット (AnderholtFeedlot) ，フシ (Fusi)，マッカン (McCann)，スリーデー畜産社 (3DCattle Co.)， 







ある(斎藤・矢ケ IJ奇， 1998， 2001). 1965年においてはカンザス州におけるフィードロットの規模が
16，000頭以上のものは 4か所に過ぎなかったが，カリフォルニアナHにおいては25か所に達していた.
すなわち， 1960年代前半「ガーデンシティの北のフィードロットは 11 ，000頭もの肉牛を m~育してい








1965 1970 1975 1979 
)j巴育規模 一一一『一一一ー寸--ーーー一一一ーーー 一一一ーー一一ー四「一一『同ーー』目】一一
CA KS CA KS CA KS CA KS 
目 1，000 280 (42): 13，412(412) 153 (19) : 8，868 (496) 28 (13) : 5，960 (400) 23 (8) : 5，331 (617) 
1 ， 000-1， 999 111 (62) : 40 (56) 67 (15) : 31 (52) 15 (12) : 22 (27) 12 (9) ~ 44 (54) 
2，000-3，999 89 (142) ~ 21 (61) 76 (85) : 35 (107) 21 (38): 27 (77) 19 (34) : 26 (85) 
4，000-7，999 60 (260): 15 (88) 52 (180) : 25 (212) 31 (143) : 26 (183) 20 (82) : 25 (198) 
8，000-15，999 38 (653): 8 (89) 22 (326): 21 (311) 35 (526): 35 (5日) 28 (345): 44 (887) 
16，000-31，999 21 (687) : 4 (151) 20 (603): 16 (493) 27 (639): 23 (665) 21 (476): 22 (897) 
32，000- 4 (436): 10 (520): 4 (220) 10 (631): 7 (334) 7 (461): 8 (732) 
Total 603(2，282): 13，500(857) 425(1，966): 9，000(1，890) 167(2，002) : 6，100(2，100) 107(1，407): 5，500(3，471) 



















爆発が起こり， 1960年代はアメリカ合衆国における肉牛肥育の中心地となったJ(Wilson， 1988: 204) 
という表現は，カリフォルニアナH，インペリアルバレーのフィードロットの趨勢を如実に物語るもの
であろう.





オンカウンテイフィードヤード (UnionCounty Feedyard ; 25，000頭)がクレイトンに設立された
(Wi1son， 1998: 150). 1968年には別の銀行家の要請でテキサス州アピリーンの近くにあるトレントに






























たJ(Wilson， 1998: 140) と述懐している.
様々な努力の結果，サンランドピーフ社の処理量は日量1，800頭まで成長した.インペリアルバレー
でこの工場に出荷しているフィードロットはプラント，オリタ，シューペリアー畜産社 (Superior



















模にした.その後，カーショウロット 10，000頭，ハノンロット (HannonLot) 3，000頭，ビーフイー
ターズ (Beefeaters)2，000頭に加え，フェアラインロット (FairlineLot) 14，000 頭，アシェンダ
(Hacienda) 7，000頭を買収し，分場とした(第 3図参照).その結果，合計の肥育頭数は 66 ，000m~ に
達し，プラント畜産社に次ぐインペリアルバレー第 2の肉牛肥育会社になった.
一方，製粉会社の一部門で、あるフィリップス畜産社の事務所はインペリアルにあるが，カレキシコ
西部のフイリップスフィードロットに加え， 1987年に隣接するジャクソンロット(Jackson Lot)， 
ニューリバーロット (NewRiver Lot) の系列化を図り，分場とした. 1999年にはアリッド畜産社













































牧場 CameiroHeifer Ranch) ，ヘバー畜産社 (HeberCattle Co. ;現エjレトロ畜産社)等が立地してい
た.また，カリパトリアから東に分岐して南下しホルトヴイルに達するサザンパシフイツクの支線に




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































サンゼルスのシャムロック宇土に I~Bi可し ~Jcけたカf ， })l在はその90%をブローレイビーフに出荷してい
190 
る12)



























落を機に退出j傾向にある. しかも，フィードロ y ト自体も変質しているのである.その代表的なもの
が， JJ巴育牛の殺~Ij変化である.第 3 表によると， 1960年代の肥育牛はアメリカの中西部で肥育され
てきたヘレフォード、系の雑種 (Okies) が 3~4 部を占め，インド系のコブ牛の系統を引くブラマ雑
種が 6~7 割を占めていた. しかし， 1980年になるとヘレフォード系肉牛の肥育が消え，ブラマ雑










(万民) オーキース ブラマ雑種 ホルスタイン種 (ポンド)
50~58 30~40 60~70 
23~25 25~30 70~75 
900~ 1，500 











































































ある(写真6) .たとえば， 400haの土地を経営し 240haのアルフアルファと 160haのパミューダグ
ラスを栽培しているトニーミラー氏によれば，ベイルはアルフアルファを扱うハーモニー農産相:
















































































ポストにして 1トン 1~ 1.5ドルで販売している. 1 頭当たり l 年 1 トンの堆JJ~ を産出するのである
















コモデイテイ (EightStar Commodity) は， 8人の事務員と 40人の農業労働者に加え，干草輸出など
















































実証的研究J(代表 IJ汁本 IYJ) ，および恭按研究Br移民の適応戦I告と前適応からみた移民社会・ホスト社会の
地域生態学的研究J(代表 矢ケ 1"奇 ~ll.1を)の一部を使用した.資料の提供を受けた農村サービスセンター(1:]土壌
調査所)，インペリアル 1~;慌史協会，改良普及所および現地調査に快く応じて]頁いたフィードロット経営者ととも
に，記して1謀議jli:Jし!二げる.




































7 )カンザス家畜1，1生局 (KansasAnimal Health Board) 






からの開き取りによる (2002:¥f. 9 n 27 fl) 
10)エコーマップ社 (EchoMap) から出版されてし，)
る IAgri-Land， Imperial County 1995: Property 
Ownership Maps， Plat book and GuideJを参照した.
11) フォスターフィードロットのロドニーフォスター
氏からの開き取りによる (2002 年 6)~1El)
12)モイオラブラザーズのローレンスモイオラ氏から
のlirJき取りによる (2002年6月1日).
13) リュエーガーでの開き取りによる (2002年 9月
26日)• 

















らの!羽き1X_りによる (2002年 5n 31 1:1). なお， *' 
ルパ一族は，インペリアルバレーに2002年末に 2
つの搾乳型酪農場の建設を予定しているという




社組織 (AbattiHay) の農J~j責任者からの 1m き}以り
によると，飼料以外では320haの小麦， 112haの!
g!鈴:右令幸薯;し， 30haのトウモロコシを1栽支打培5しているという
(1997 :11年ドミ4 )月~ 1 E日:ヨ1)
20) アパチ良企業の飼料音IIHJエイトスターコモデイティ
のマネージャーロパートクライン氏からの開き取り
による (2002:11: 5月311:1). 
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Development of Cattle Feedlots and Their Regional Implication 
in Imperial Valley， California 
Isao SAITO， Midori SASAKI and Taeko SHINTO 
Imperial Valley， occupying southeastern end of California and was once called Colorado Desert， 
began to change to fertile green farmland by utilizing irrigation water from the Colorado River at the 
beginning of the 20th century. Immigrants from the eastern United States planted wheat， alfalfa and 
millets， and raised horses， swine and chickens. Dairy cattle were a1so introduced by sett1ers as a part 
of mixed farming. This paper examines the development of cattle feed10t in Imperial Valley and their 
regional implication through feed and steer circu1ation. 
Development of cities along the West Coast brought the growth of intensive dairies in suburban 
areas of Los Angeles. Development of suburban dairies caused substantial inf1uence on the farming in 
Imperial Valley as most dairy farmers turned to specialize in vegetable and fodder production. Mild 
c1imate made it possible to harvest high-price ear1y melons and lettuce as well as alfalfa with high 
productivity during the winter. Thus Imperial Valley became one of the largest hay supplying areas in 
the United States. Survived dairy farmers a1so send springer heifers to suburban dairies in Los 
Angeles. 
Many ranchers and farmers pastured catt1e and sheep on alfalfa and other fields by borrowing the 
farmland seasonally or yearly. Cattle from New Mexico， Oklahoma and Florida in addition to the 
neighboring states， were pastured there as winter refuge. Feedlot to feed steers in enc10sed pens was 
originated from such pasturing in the 1930s in Imperia1 Valley. As the number of feedlot increased in 
the 1950s and the scale of feeding enlarged in the 1960s， Imperial Valley became a leading center of 
feedlot industry in the United States. The capacity of feedlot for beef catt1e was over 20，000 head and 
finished catt1e were shipped to the beef packing companies in Los Angeles. Moreover， feeding 
techniques diffused from the Imperial Valley to southern High Plains such as Texas and New Mexico. 
In the High P1ains the development of center pivot irrigation systems exploiting water from Ogallala 
Aquifer brought the big harvest of corn， wheat and grain sorghum. Surp1us of these grains was only 
used for catt1e feed and caused the growth of feedlot and beef industry since the 1970s in the High 
200 
Plains. As a result， the number of cattle in feedlot of High Plain states surpassed that of Ca1ifornia. 
Feedlots in Imperial Valley were obliged to change in character around 1980s with a lack of beef 
steers， which were exc1usively fed in High Plains states. Varieties of feeding cattle， therefore， 
changed from beef cattle such as Hereford and Brahma crosses to Holstein steers. Holstein steers for 
catt1e feeders were supplied by cattle brokers and calf ranchers from dairy areas of Chino Valley and 
Central Valley of California. Although Imperial Valley supplied hay bales such as alfalfa and Bermuda 
grass to suburban dairy areas， feedlots are now maintained by receiving the Holstein calf and steers 
from there. Moreover， some urban dairies have heifer ranch in Imperial Valley. Applying Jordan's 
concept to feedlot industry， pasturing cattle on the alfalfa field was considered as the stage of 
preadaptation of feedlot， the large叩scalefeedlots in the 1960s was the stage of fulladaptation， and 
feeding exclusively Holstein steers since the 1980s was as stage of postadaptation. 
Regional implication between Imperial Valley and other areas has been broader， stronger and 
wider as viewed from feed and cattle circulation. Hay bales for feedyards are supplied by own fields 
and hay growers within Imperial Valley， and manure is spread in their farmland and vegetable fields. 
Most feedlot workers were Hispanic， who came from Mexico relatively recent times. Although grain 
feed such as corn and wheat are supplied from Midwest and the High Plains， some cattle feeders send 
raised steers to feedlot in southern High Plains. Some feeders bought beef calf from desert states， 
some had stocker ranch in High Desert. Although Holstein steers are supplied by the suburban drγlot 
dairies， finished cattle are marketed in western United States. 
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写真 1 スクエアーベイラーによる干草づ
くり
方形のアルフアルフ 7ベイル
(干草)はその 日のうちに道路脇
に積み重ねられる.
(2001年3月19日 斎藤撮影)
写真2 ジャージー牛の飼育施設
エルセントロの西方にあるK山n
Fereira Dairyで，温度を下げるた
め扇風機が設置されている.
(2001年9月28日 斎藤撮影)
写真3 若牛のアルフアルフ 7;):HI放牧
手前の2つの線は放牧区域を区
切る電牧柵であり，放牧区域は 1
週間から 10日間で移動する.
(1995年3月16日 斎藤撮影)
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写真4 食餌をする乳ヰ土肥育フィードロット
背景は穀物サイロと製粉施設
(Foster Feedlot) 
(2002年9月28日 斎藤撮影)
写真5 乳牝(未経産牛)の育成牧場
ブローレイの北のHettingaHeifer 
Ranch カットは，牛に給飼され
る野菜残淳でタマネギ，ニンジン，
トマトが中心であった.
(2002年5月16日 斎藤撮影)
写真6 干草会社のスーダングラスベイル
スーダングラスはここで裁断さ
れ，梱包されて，ロサンゼルスの
ロングビーチ港経由で日本に輸出
される
(2002年5月16日 斎藤撮影)
